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座いす型リフトアップチェアUD
取扱説明書・保証書

目次

| はじめに
I 

●この度は、 『座いす型リフトアップチェアUD』をお
買い上げ頂きまして、誠にありがとうございました。

●この商品を安全に正しくお使い頂くために、ご使
用になる前にこの取扱説明書をお読みになり、十
分に理解してください。

●お読みになった後は、いつも手元に置いてご使用
ください。

安全上のご注意．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．2

使用上のご注意．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 4

各部のなまえとはたらき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..5
配線（接続）のしかた．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．5

使いかた ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．7

お手入れと保管．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 9

故障かなと思ったら．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 9

仕様 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 9

保証とアフタ ー サ ー ビス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

ー



安全上のこ注意
●ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください。
●表示と意味は次のようになっています。

企警告
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、
『人が死亡または重傷を負う可能性』が想定
される内容です。

区分

△注意
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、
『人が傷害を負う可能性』および 『物的損害
のみの発生』が想定される内容です。

゜
この記号は、 『禁止の行為であること』を示し
ています。

図記号
この記号は、 『行為の強制や指示する内容』を
示しています。

C △警告 ノ＼ 

動かなくなったり、水に濡れた場合、異常

゜
がある場合はすぐに電源プラグを抜くこ

® 分解・改造・修理をしないことと

指示 漏電やショ ー トなどによる火災・感電の恐れがあ 分解禁止 火災・感電・けがの原因となります。

ります。お買い求めの販売店に点検・修理を依頼
してください。

座を昇降させるときは、背もたれ部・ 電源コ ー ドや電源プラグが傷んだ

゜ 座部・肘掛部の間に手や腕や脚を挟 ゜ リコンセントの差し込みがゆるいと
まないようにすること きは使用しないこと

指示 禁止
けがの原因となります。 感電・ショ ー ト•発火の原因になります。

禁゚止

電源コ ー ドを傷めないこと

電源コ ー ドを傷つけたり、破損したり、加工
したり、無理やりに曲げたり、引っ張たり、ね
じったり、たばねたり、座いすでつぶしたり、
重いものを載せたりしないこと また、移動
中は挟み込んだりしないこと
電源コ ー ドが破損し、火災の原因となります。

O
餌

座を昇降させるときは安全バ ー の隙
間や座の下に足や手を入れないよう
にすること、駆動部の下に子供や動物
がいないこと、及び物が無いことを確
認すること

けが・事故の原因となります。

゜
座を昇降させている時に前後左右か
ら圧力をかけないでください。

指示 転倒するおそれがあります。

゜
100V以外では使用しないこと

火災・感電の原因となります。
禁止

2



（
 

△警告 \ー|
／

子供を座いすの上や下で遊ばせないこと 浴室など湿気の多い場所で使ったり、保管しないこと

けがや故障の原因になります。 感電・火災・故障の原因になります。

子供だけで使わせたり、自分で意思表示できない人 電源コー ドやリモコン用コー ドはいすの下や背の間
には使用させないこと、また幼児を近づけないこと などを通さないこと

感電、けがの原因になります。 断線、故障の原因になります。

リモコン操作が困難な人の使用は避けること。また、 製品の上に危険なものや重いものを置かないこと

゜
介護を要する人が利用する場合は、必ず介護をする 置いたものが落下し、けがや製品・家財を破損する 原因
人の監督下で使用すること になります。
けがや事故の原因になります。

禁止
電源コー ドの配線は、通路を避けること 製品の作動時は、周囲に人や障害物が ないことを

ま
コ
す

ー

。
ドにつまづいて転倒したり、破損や断線の原因になり 確認すること

正常に動作しなかったり、けがや破損・故障の原因とな
ります。

暖房器具や、放熱機器の近くには設置しないこと 張り地や安全カバーを無理に引っ張ったり、刃物や

火災や変色の原因となり大変危険です。 とがったもので突き刺したりしないこと

けがや故障の原因になります。

（ △警告 ＼ 
e 停電のときは直ちに電源プラグをコンセントから 座いすを移動させる際は、必ずコー ドを抜くこと。

抜くこと またコー ド類をキャスタ ーで踏まないこと。
電源プラグ 再通電されたときに事故の原因になります。 けがや断線、故障の原因になります。

を抜く

e
こ使用後は電源プラグをコンセントから抜くこと お手入れの際は電源プラグをコンセントから抜くこと

絶縁劣化による感電や漏電火災の原因になることがあります。 感電やけがをすることがあります。

電源プラグ 電源プラグを抜くときは、電源コー ドを持たずに先端の電源プラグを持って引き抜くこと
を持って抜く 感電やショ ー トして発火することがあります。

電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込むこと 運搬の際は2人以上で行い、静かに設置すること

゜
感電・ショ ー ト•発火の恐れがあります。 破損や傷の原因になります。

電源コー ドに脚を引っ掛けないように気を付けること 木床や畳など凹んだり傷つきやすい床面の上に設
指示 けがの原因になります。 置する際は、カーペットなどを敷くこと

床面に傷がつきます。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししたり、リモコンを 平坦でない ・水平でない場所で使用しないこと

操作しないこと 故障や事故の原因になります。

感電や故障・誤作動の原因になります。

転倒しやすい物や窓の近くに座いすを設置しないこと 座いすを倒したり強い衝撃を与えないこと

家財を傷めたり、けがの原因になります。 けがや故障の原因になります。

゜ 電源プラグにピンやゴミを付着させないこと 座いすや機械に水をかけないこと

感電・ショ ー ト•発火の原因になります。 感電や故障の原因になります。

禁止
脚部の間に枕などを置かないこと 座いすに複数人で乗らないこと
座を昇降するときに挟み込まれ故障の原因になります。 けがや故障の原因になります。

木床や畳など傷つきやすい床面で引きずって移動させないこと 人や物を乗せて移動しないこと
床面に傷がつきます。 けがや故障の原因になります。

ベンジン ・ シンナー等で拭いたり、殺虫剤を掛けないこと 背もたれ部や肘掛部には乗らないこと

感電・引火の原因になります。 けがや故障の原因になります。
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使用上のこ注意
電動昇降座いすを使用する際は、故障及びけがの原因となる下記のような使用をお止めください。

耐荷重 (80kg) 以上の荷重を掛けないでください。

団§杞ら -i
耐荷重80kg 子供を乗せて 肘掛けに座らない 座面以外に座らない 座面に立たない

作動させない

しないでください。
また肘掛けの一方に寄りかかって体重を掛ける等、
不安定な体勢で作動させないでください。

／ 

ヽ

3座いすをひっくり返したり、落下させる等、
大きな衝撃を与えないでください。
座椅子を持ち上げて運ぶ際は、必ず2人以上で
移動させてください。

4．子供だけで操作したリ、作動中に近づけないように
してください。
座の下に手足や物を入れないでください。
けがや事故の原因となります。
安全バーの隙間に指や物を入れないでください。
安全装置が正しく働かず事故の原因になります。

ハーの隙間に指や物を入れない

5電源コー ドやリモコン用コー ドは座面の下や
脚の下を通さないでください。
絡まって断線や故障の原因となります。

゜
6使用中、座いすの駆動部（右図のグレ 一部分）には

絶対触れないでください。
駆動部を覆っている安全カバーは手や脚等を挟む
事を防ぐための手段のひとつとして取り付けられて
いる物です。絶対に外さないでください。

x

この灰色部分に触れないこと

火 X
4
 



各部のなまえとはたらき

一 背枕
面ファスナ ー なので簡単に位置
調節•取り外しが可能です。

背もたれ

腰クッション
面ファスナ ー なので簡単に取り
外すことができます。

肘掛け
跳ね上げることが可能で、座椅
子からの出入りがしやすくなっ
ています。

リモコン
マグネット式になっており、左右
の肘掛け側面に固定できます。

座面部

本体

安全バー

座の昇降時に手足や物を挟ま
ないよう、 この部分に異物が触
れると作動を停止します。

安全カバー

駆動部に異物を巻き込まない
よう、 伸縮性の高い布地で覆っ
ています。

駆動部
使用中に手や物を入れないよ
うにしてください。

脚部

一

バッテリ ー 取リ付け
位置（別売）
この部分にバッテリ ー

を取り付けます。

ファスナ ー

バッテリ ーの充電、
取り外し、交換の時
以外はあける必要は
ありません。

面ファスナ ー

キャスタ ー

本体を傾けると
キャスタ ーが接地します。
移動に便利です。

配線（接続）のしかた

• ACアダプタ ー を接続

する際は、 最初に①の

本体側接続プラグを接

続し、 ②の電源プラグを

コンセントに差し込んで

ください。

※電源プラグは必ず最後に差し

込んでください。

鳳ペ

ヽ
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△注意
電源プラグを抜き差し

するときは、必ずプラグ

部分を持ってください。
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△輝
※電源を抜き差しする際は、 コ ＿ ド部分を持たず必ずプラグ部分を持って抜き差ししてください。

※設置の際は接続プラグやトランス、 電源プラグを座面下の駆動部や脚の下などを通さないようご注意ください。

また、 電源コ ー ド接続中は必要以上に本体を回転させないでください。 からまって断線、 故障の原因になります。
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にそえ＜心は雰累翌。
れた手で
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△注意

f�x 
X@ トランスを湿気のある所に置いたり

水で濡らしたりしないでください。

塁®姦翌！［塁；］悶畠盆は雰。
して

④トランスを落としたり、上に物を置いたり
して衝撃を与えないようにしてください。

芦、X® 琵右翡醤認琵髯。災
の原因

I]_� ⑥トランスは使用中熱くなる事がありますが
- - 異常ではありません。

閂

B
じ

］

．

 

方て立み組のれたも背［

②同梱されているACアダプター、コー ド
を取り出し、前記の手順にしたがって
電源を接続します。

①箱の中から製品を出します。 リモコンの上昇ボタンを押して最上部 ③倒れている背を起こし、
※背が倒れた状態で梱包されています。 まで座面を上昇させます。 金具を背もたれに固定します。

固
定
す
る

面フアスナーで

•ミ▼ ＞ ． 一 る。

⑥背上のカバー と背本体裏にある
④背下のカバーを下して留めます。 ⑤背上のカバーを下します。 面ファスナ ーを留めます。

【バッテリ ー の取り付け方】（別売）

①本体の背面にあるファスナーを開けてください。

②面ファスナーでしっかりと十字に固定してください。

-----

③上図のように、プラグを接続します。
プラグ双方の凸部分を合わせてから差し込んでください。

④バッテリ ーをフル充電してください。
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使いかた

·出磁藍• 座りやすい高さまで座面の高さを調節します

ー
座りやすい高さまで座面を上げる。
・リモコンの上昇ボタンを押し、座りやすい

高さまで座面を上げておきます。

座面はボタンから指を離せば止まります。

リモコン

゜

上昇ボタン
を押す

3

l

J
 
＇
 

さ高
る
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す
ぁ
▲
・
・
＇

しや
を

り
面

座
座

お好みの高さまで下降させる
・リモコンの下降ボタンを押し、お好みの高さで

止めてください。
座面はボタンから指を離せば止まります。

・座面は一番下まで下がると自動的に止まリ

ます。

リモコン
お好みの高さまで
座面を下降させる ，一

こ;[:’
l

．叫．甜濯 （電源コー ドの巻き込み注意！）

・座面を最も下降させた状態では回転機能が働き、

座ったまま回転させる事が可能です。

テ ー ブルからの出入りがスム ー ズです。

2
 

腰を下ろす。
・肘掛けに手をかけて腰を下ろします。

膝や腰を曲げてかがみ込む事なく着座する

事が出来ます。

腰を下ろす

△注意
・座面に深く腰掛けてください。

・座面の前端部に浅く腰掛けないでください。

•安全バーの間に指や物を入れないでください。

・座面の片側だけに体重をかけないでください。

・肘掛けに全体重をかけないでください。
バランスを崩して滑り落ちたリ、けがや転倒するおそれ

があります。

・座面を あげた状態ではストッパ ー 機能が働き、

回転しません。（安全機能）

△注意
電源コ ー ドが接続されている
状態で回転させるとコ ー ドが
本体に絡んだり、断線、破損の

原因となるので十分注意して
ください。
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．昂

ー
肘掛けを下

1 ,

足をテ ーブルに挟まないよう、十分なスペースがある事を確認してください

3

立ちやすい高さまで座面の高さを調節します

両側の肘掛けを下ろす。 リモコンの上昇ボタンを押す。

・転倒防止のため、座いすを上昇させる
2

•リモコンの上昇ボタンを押し続け、立ちやすい

前に両側の肘掛けを下ろしておきます。 高さまで上昇させてください。

ボタンから指を離したところで止まります。

肘掛けに手を添えて立ち上がる。
・肘掛けに手を添えると、楽に立ち上がる

事が出来ます。

リモコン

を髯

立ち上がる

1 座面を一 番下まで下げておく。
・リモコンの下降ボタンを押し、一番下まで

下がっていることを確認してください。

2 電源プラグをコンセントから抜く。
・抜いた電源コ ー ドが本体に絡んだり引き

ずったりしないようにしてください。

3 背に手をかけゆっくり傾け移動する。
•本体背面部にあるキャスタ ーが接地するように

傾けて下から支えるように持ちます。

キャスタ ー が接地している事を確認し、背を下から

支えるようにしてゆっくりと移動させてください。

※高さ最低位置で肘置き
先端部に体重をかけると、
前のめりに傾き、 バランスを
崩す危険があるため
ご注意ください。

△注意一
・脚をテ ー ブルにはさまないよっ、上昇させると
きは座いすとテ ー ブルの間に十分なスペ ース
があることを確認してください。

・座面の端に座って上昇させないでください。
・肘掛けに全体重をかけないでください。
・肘掛けの可動部に指や物を入れないでください。

バランスを崩して滑り落ちたリ、けがや転倒する

おそれがあります。

キャスタ ーが接地
するように傾ける

△注意
・移動中に手を離さないでください。
・ゆっくりと移動させてください。
・段差や急な斜面の移動は避けてください。
・座面に物を置かないでください。
座いすの転倒により、けがや破損の恐れがあります。

キャスタ ー
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お手入れと保管
お手入れ方法
・ファフリックのお手入れは、布の目に沿ってブラシをかけながら軽く叩いてホコリを浮かせた後、掃除機で吸い
取つてください。粘着式のクリーナーを使用すると、繊維の表面を傷める事がありますのでお避けください。

・ジュ ースなどの液体をこぼしたときは、直ちに薄めた中性洗剤を軽く絞ったタオル等で軽くたたくように吸い
取つてください。擦ると汚れを広げてしまう原因となります。その後、風通しのいい場所で乾かしてください。

お手入れの際は電源プラグをコンセントから抜くこと dE 

△注意
感電やけがをすることがあります。 電源プラグ

を抜く

ベンジン ・ シンナー等で拭いたり、殺虫剤をかけないこと

感電・引火の原因になります。 禁止

保管
・汚れやほこリをとった後、湿気の少ない所に保管してください。（カビやシミの原因になります。）
・直射日光が当たる所、スト ーブなどの近くで直接高温になる所はさけてください。

△警告
分解・改造・修理をしないこと
火災・感電・けがの原因に
なります。

®
[
 

故障かなと思ったら ※修理サ ー ビスを依頼する前に以下の点をご確認ください。

こんなときは 調べること 対策

・電源プラグが抜けていませんか →電源プラグをしっかりと差し込む
ボタンを押しても動かない •安全装置に物が触れていませんか →安全装置に触れている異物を取り

除く

・ケーブルは接続されていますか →ケーブルをしっかりと差し込む

リモコンが正常に動作しない
・電源の状態等により誤作動している →電源プラグをコンセントから一度
可能性があります 抜き、もう一度差し込んでください。

それでも問題が解決されない場合は、 『保証とアフターサ ー ビス』の項をご参照ください。

仕様
ロ

名 電動起立補助座いす 座いすとして使用時ロロ

形 名 座いす型リフトアップチェアUD サイズ(cm)
幅61 X奥行81 X高さ78cm
最大上昇時

定 電 源 AC1 OOV 50-60Hz 幅61 X奥行81 X高さ125cm

格 消費電力 60W 本体重量 40kg 

耐荷重量 80kg フレ ーム素材 スチ ール

リモコン用コ ー ド 1m 外装張り地 平織布

電 源コ ー ド 1.2m 昇降速度 16mm／秒

中継コ ー ド 3.Sm 使用人員 1人

，

 



保証とアフタ ー サ ー ビス（必ずお読みください）

［修理•お取り扱いについて ］ 
修理やお取り扱い•お手入れに関するこ相談は、まずお買い上げの販売店にお申し付けください。

［保証書 ］ 
・保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入をお確かめのうえ、販売店から受け取っていただき、内容をお読みの
後、大切に保管してください。

・保証期間はお届け日から1年間です。詳しくは保証書をこ覧ください。

［修理を依頼されるときは ］ 
電源を切り、使用を中止し必ず電源プラグをコンセントから抜いて、お買い上げの販売店にご相談ください。

■保証期間中は・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ■修理料金のしくみ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

保証書の規定に従って修理させていただきます。
なお、修理に際しましては、販売店に保証書をご提示くだ
さい。

■保証期間が過ぎているときは……………

保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店

にご相談ください。修理すれば使用できる場合は、ご希望
により有料で修理させていただきます。

修理料金は技術量・部品代などで構成されています。

故障した商品を正常に修復するための料
技術料 金です。

部品代 修理に使用した部品代金です。

出張料 商品のある場所へ技術者を派遣、または商

配送料 品の引き取りと再配送にかかる料金です。

便利メモ
お買い上げ日

お買い上げ店名

年 月

電話（ ） 

日

長年ご使用された場合は点検をご検討ください。

・焦げ臭い時がある。

・モ ー タ ーの異常音がある。

・動作しないときがある。

ご使用

中 止

故障や事故防止のため、

コンセントから電源プラグ

を抜き、お買い上げの販売

店に点検・修理をご相談

ください。

Franceeeo 
〒196-0022東京都昭島市中神町1148番地5

m® 0120-39-2824 
フリ ー ダイヤル：月～金 9時～12時、13時～17時
（※土、El、祝祭日、年末、年始等は除く）
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Cコ 塁 お買い上げ日 ｀ 
｀憧 I 座いす型リフトアップチェアUD ] ［胃 1 年 月 日 から1年間 l `
鸞

この製品は、厳重なる品質管理及び検査を経て
ご氏名 様ぉ届けしたものです。

鸞こご住所〒 閂竺誌畠温悶琶昇羹閃合贋畠｀
鸞様 売店が受付けいたします。

※修理は、お買い上げの販売店に必ず本保証 菖
鸞 電話番号 書を提示の上、 ご依頼ください。

鸞
※百言賛胃累

‘
、：こしませんので、大切 菖

鸞塁

菖
菖フランスベッド株式会社

鸞店 〒196-0022東京都昭島市中神町1148番地5
TEL O42(543)3lll（代表） 菖

鸞（保証規定） ••……………•• •..．．．．..．．．．..．．．．..．••……………………………• • 

鸞 l．保証期間内に正常なる使用状態において万一故障した場合には、無償修理いたします。
菖

鸞 塁悶
‘

亡は誓翌こは願！言:lま領収書等で確認させていただきますので、保証書 菖

` 2;``:
：

：口
‘

ニ竺：二；

彦理

尺；

）

：

゜

悶喜は翌掌
‘

、
日
納は瓢頁

菖

＇ 
菖 （口）お買い上げ後の転倒、落下等による故障 収書等にて必要事項の確認ができな

及び損傷。 かった場合。

菖 （ハ）火災、地震、風水害、落雷やその他の天 （チ）保証書の記載事項の字句を書き替えら
鸞

菖 旦慶喜贔門 ‘ ガス害、塩害等による故
（りはi!゜

の取替え及び点検等の費用。 菖
（二）電源を使用する製品においては、指定電 （ヌ）設置場所（床面のゆがみ等）に起因さ 愚

菖 源（日本国内仕様）ACloov 50/60Hz以外 れる異音、組立不具合。
での使用や異常電圧による故障及び損傷。 （ル）本製品外より発生した食虫害。 愚菖 （ホ）一般家庭用以外（例：業務用の長時間使用）（ヲ）離島や離島に準ずる遠隔地については、 愚｝
に使用された場合の故障及び損傷。 弊社規定に沿い訪問に要する実費を申

（へ）本保証書の ご提示がない場合。 し受けることがあります。喜菖 3．本保証書は、 日本国内においてのみ有効です。This warranty is valid only in Japan． 罵
菖 4．誓喜悶〗書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無償修理をお約束するものです。 罵

従ってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証 愚菖 期間経過後の修理について ご不明の場合は、お買い上げの販売店にお問合わせください。

罵魯 5．悶□喜貫属品。但し、消耗部品、縫製部品、別売部品は除く。
菖

6．塁：品の故障の放置又はその使用によって生じた、直接、間接の損害についての保証は、一 ｀ 菖 切その責を負いませんので、予め ご 了承ください。

に［ 理の記録 1 ] 罵

oooooooooooooooo霙疇OOOOOOOOOOOO箋oooo』
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